
 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

          

  
 

 京都市内の市立小学校で、複数の男児が校内でタバコを吸っているのを先生が注意したところ、この 
うちの１２歳の児童が「大麻を吸ったことがある」と告白したため、小学校６年の生徒が大麻を吸って 

いた事実が明らかになったものです。この大麻は、同居の高校生の兄が所持していたということで、現 

在警察が入手経路を解明しています。京都市内では、１０月以降高校生らの間で大麻の取引が表面化し 

ており、中にはラインを使って大麻を売買している高校生もいるそうです。 

今のところ、浅口市内では大麻に関する情報は有りませんが、最近では、若者の間に大麻汚染が急速 

に広がっているということです。初犯者が大麻を使用するようになった動機について警察が調べたとこ

ろ「好奇心」と「友人に誘われた」というのが全体の 80%を占めているということで、安易な気持で

大麻に手を出していることがわかりました。   絶対手を出さないようにしましょう !!! 

                ～忍び寄る大麻等危険ドラッグの恐怖～ 

 

☆「青少年のインターネット利用環境づくりフォーラム in 岡山」に行って来ました。 

１０月２０日(火)内閣府主催で、岡山県教育庁義務教育課生徒指導推進室長等中学生２名を含む 

パネリスト７名を迎えてのフォーラムが開催されました。インターネットは、情報伝達・収集において

今や欠かせないもので、その利便性は日々向上していますが、その反面トラブルの原因になったり、犯

罪に利用されたりすることも有ります。 

 このフォーラムでは、兵庫県立大学環境人間学部准教授竹内和雄氏から「スマホ時代の大人が知って

おきたいこと」と題してスマホの現状等について講演がありました。 

 先生の話では、大人の役目は「子どもが安全で安心してインターネットを利用できるような環境を作

ってやる」ということでした。 

育成 あさくち 平成２８年１月１日 
浅口市青少年育成センター 
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 少年補導関係者の皆様をはじめ、関係諸機関の方々には日ごろから少年の 
健全育成に関しまして、ご理解とご協力をいただいておりますことを深く感 

謝し、御礼を申し上げます。 

    今年の干支は「丙申」です。「丙」は形が明らかになっていくという意味が 

あり、「申」は果実が成熟して固まっていく状態を表すといわれています。 

浅口市青少年育成センターも４年目を迎えたことから、干支にあやかりよ 

り充実していきたいと考えておりますので、ご協力の程宜しくお願いします。 

 

小学校６年生が『大麻を吸った』 

 



 

 

※大人ができる３つのポイント 

１ 被害者、加害者にならないように適切にインターネットを利用させましょう。 

２ 家庭のルールをお子様と一緒に作りましょう。   

３ フィルタリングを設定しましょう。   

  インターネット上に犯罪や薬物に誘う内容や、著しく残虐、わいせつな内容の有害情報

が流通する中、青少年によるインターネット利用が急速に拡大しています。 

☆青少年健全育成街頭キャンペーンを実施しました。 

 １１月６日(金)午前７時３０分から、浅口市青少年育成活動協議会・浅口市青少年育成指導員をはじ

め学校関係者の皆様のご協力を得て、鴨方駅・金光駅周辺で「街頭キャンペーン」を実施しました。青

少年の健全育成には地域の人達との連携は欠かせません。そこで今回は地域と 

の連携を深めるためグッズを渡す時「人との絆を大切に!」と一声掛けて、将来 

を背負って立つ青少年を温かく見守る地域社会の構築に努めました。参加して 

くださいました皆様に、心より御礼申し上げます。 

有難うございました。 

 

『「ともに学ぶ」鴨中スタイルの構築を目指して』 

                 浅口市立鴨方中学校校長 大森 真人 

中学校教育の使命は、生徒一人一人に基礎学力を身に付けさせて心身ともに健やかに育てること。そ

して、それぞれの生徒にふさわしい進路を拓いて、１５の春を迎えさせることだと思っています。 

そのために、人間形成に必要な知・徳・体のバランスのとれた教育活動を推進しようと教職員ととも

に努力しております。 

今年度の鴨方中学校では、学習指導と集団づくりを「ともに学ぶ」という 

キーワードでつなぎながら、生徒たちの人格形成と学力向上を目 

指して日々の指導に当たっております。「ともに学ぶ」とは、生 

徒同士の協同的な学習を指すだけではなく、教師も生徒とと 

もに学ぶことや地域の皆様とともに学ぶことも包含した概

念ととらえています。 

学習活動は、一人一人の努力に負うところが大きいものですが、他者との意見交換や質疑応答によっ

て、深まったり、より確かになったりするものでもあります。 

本校では、どの教科の授業でも、生徒同士がかかわりあいながら、とも 

に学ぶスタイルを組み込み、学習目標を達成させようと取り組んでいます。 

また、今年度は、中学校の教員が、学区内の３小学校で６年生の理科授 

業を小学校の担任とともに指導したり、中学生の有志が母校の小学校であ 

いさつ運動をしたりするなど、今まで以上に学区の小学校との連携を深め 

ております。 

保護者の皆様や地域の皆様のご支援をいただきながら、子どもたちの義務教育９年間の成長を見通し、

諸活動を充実させていきたいと思っております。 

 

 

 

 

 


